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【これまでの主な取組状況】

・都城ブランドコンテンツの整備！

本事業における重要業績評価指標 KPI  等 目標値（Ｒ５～９累計） 実績値（Ｒ５）

観光交流拠点施設の宿泊数（人） 27,347人増
施設閉鎖のため

実績なし

観光交流拠点施設の売上額（千円） 184,873千円増
施設閉鎖のため

実績なし

当市における地域全体での観光入込客数（人） 806,916人増 881,627人増

・取組内容① 観光交流拠点施設の設計及び施設整備
・取組内容② 整備後の「関之尾公園」の運営を行う指定管理者の選定

01_関之尾公園リニューアル事業 しごと創生

【これまでの主な取組状況】

○「関之尾公園リニューアル検討委員会」（Ｒ元年度）
 「関之尾公園整備基本計画」策定（Ｒ元年度）
○「関之尾公園整備実証実験等アドバイザリー業務」
（Ｒ２年度）
○「関之尾公園整備実施計画」策定（Ｒ３年度）
○観光交流拠点施設の実施設計（Ｒ４年度）
○既存施設の解体工事及び樹木伐採（Ｒ４年度）
○観光交流拠点施設の整備（Ｒ５年度）
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様式第５号 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ） フォローアップシート
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１ 本事項に取り組む背景
●関之尾公園は、関之尾滝や甌穴群を持つ本市を代表する観光地で、多くの市民や観光客に

 親しまれてきたが、公園内の針葉樹の巨木化による圧迫感や倒木等の危険、宿泊施設の老
 朽化や利用者が季節限定となっていて、利用者ニーズに対応できていない。
●本市は陸・海・空の優れた交通アクセス網を有しているほか、さらに、都城ＩＣと鹿児島県の志

 布志港を結ぶ地域高規格道路「都城志布志道路」 の整備に伴い、「地の利」が更に拡大する
 見込みで、ヒト・モノ・カネの流れを呼び込む絶好の機会である。
● しかし、目玉や目的となる観光施設を有していないため、通過型観光が主流となっていること

 から、「食」や「自然景勝地」といった豊かな地域資源を活かした観光交流拠点施設を整備し、
 宿泊機能の強化及び体験型メニューの提供機能を付加し、滞在時間の延伸、ひいては地域
 内消費、交流人口の拡大による地方創生の実現を目指す。

２ 前年度の成果及び進捗
●関之尾公園に観光交流拠点施設の建築工事及びWi-Fi環境システム構築整備が完了 
●外構工事（一部は継続）及び公園内遊歩道整備、取水施設整備を実施
●緑の村プール塗装修繕、公園内広葉樹植樹を実施
●関之尾茶屋下トイレ修繕及び関之尾茶屋法面修繕を実施
●庄内川の河床浚渫及び支障木撤去を実施

３ 本年度以降の取組及び達成見込み
●本年度４月２７日に観光交流拠点施設「関之尾公園」としてリニューアルオープン
●株式会社スノーピークによる「関之尾公園」の指定管理業務の本格開始
●開業当初の好調な客足が継続できれば、各目標を早期に達成することも期待

補足資料
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様式第５号 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ） フォローアップシート
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【これまでの主な取組状況】

・都城ブランドコンテンツの整備！

本事業における重要業績評価指標 KPI  等 目標値（R５） 実績値（R５）

延べ利用者数（人／年） 400 97

対象手続数（手続） 52 90

利用者満足度（％） 70 98.2

・取組内容①テレビ会議システムを活用した「リモート窓口」の開設
・取組内容②リモート窓口の対象手続の拡大

01_リモート窓口構築事業 デジタル技術の活用

【これまでの主な取組状況】

●令和５年10月から、各総合支所、各地区市民センター
及び夏尾市民センターに、テレビ会議システムで本庁
職員とやりとりできる「リモート窓口」を開設

●身体障害者手帳の申請や保育所入所申込など、市役
所本庁舎でのみ受け付けていた90の手続きを所管す
る15の部署に専用のシステムを導入
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１ 本事項に取り組む背景
  ●支所管内の市民から、支所でできる手続きを増やして欲しいという要望があった。
●これまで、市町村合併のスケールメリットを活かすために、業務集約による行財政の合理化を
図ってきたが、その結果、本庁管内以外の市民にとって、手続きによっては市役所本庁舎まで
の移動の負担が生じていた。

２ 前年度の成果及び進捗
  ●総合支所に２か所ずつ、市民センターに１か所ずつ、合計14か所にリモート窓口を開設。
  ●支所管内の市民にとって、これまで本庁舎まで行かないとできなかった手続きや相談が、テレ

 ビ会議システムの活用により、近くの総合支所や市民センターでできるようになった。
  ●利用者へのアンケート調査によると、運用開始から半年間で、９割以上が満足と回答。 

３ 本年度以降の取組及び達成見込み
●導入済みの15課と調整し、対象手続きを10件以上追加する。
●未導入の部署に対し、リモート窓口活用の検討を働きかけ、導入部署の拡大を図る。
●より多くの潜在需要に応えるため、支所管内での周知活動を実施する。

補足資料
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様式第６号 デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ） フォローアップシート
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